（様式第３号）青字は注意書きです
プロジェクト経費予算書
【全体（1年目）】
	企業・大学等名称
	金　額
	役割・内容

	①
（代表者）
	※申請者

	千円
	

	②
	
	千円
	

	③
	
	千円
	

	④
	
	千円
	

	⑤
	
	千円
	

	合計額
	千円
	※1プロジェクト経費内訳書（１年目）の合計欄と一致

	補助金交付申請額
	千円
	


※　費用は機関ごとに金額を記載して下さい。（消費税は含めないこと）

※　補助限度額（2,500千円／年）か合計額のいずれか小さい額が補助金交付限度額となります。
※　参画機関に応じて行を追加してください。
【資金調達方法（①申請者が記載）】

	区　　　　分
	金　　　額
	資　金　の　調　達　先

	自己資金
	千円
	

	借入金
	千円
	

	その他
	千円
	

	補助金交付申請額
	千円
	

	合計
	千円
	


※　補助金に関する経理関係は、申請者が全体の費用を負担・管理する。
プロジェクト経費予算書
【全体（２年目）】
	企業・大学等名称
	金　額
	研究分担内容

	①

（代表者）
	※代表者（申請者）


	千円
	

	②
	
	千円
	

	③
	
	千円
	

	④
	
	千円
	

	⑤
	
	千円
	

	合計額
	千円
	※２プロジェクト経費内訳書（２年目）と一致

	補助金交付申請額
	千円
	


※　費用は機関ごとに金額を記載して下さい。（消費税は含めないこと）

※　補助限度額（2,500千円／年）か合計額のいずれか小さい額が補助金交付限度額となります。
※　参画機関に応じて行を追加してください。

【資金調達方法（①申請者が記載）】

	区　　　　分
	金　　　額
	資　金　の　調　達　先

	自己資金
	千円
	

	借入金
	千円
	

	その他
	千円
	

	補助金交付申請額
	千円
	

	合計
	千円
	


※　補助金に関する経理関係は、申請者が全体の費用を負担・管理する。
プロジェクト経費予算内訳書（１年目）
○プロジェクトに要する経費の内訳（申請者が作成）
	区　　　　分
	金　　　　額
	内　　　　　　　　　　　　　容

	連携体制構築費
	千円
	機関ごと、品目ごとに内容を記載してください。

	連携体活動費
	千円
	

	機械装置費
	千円
	

	消耗品・原材料費
	千円
	

	外注加工・委託費
	千円
	

	技術指導受入費
	千円
	

	知的財産権導入・取得費
	千円
	

	マーケティング調査費
	千円
	

	その他の経費
	千円
	

	合計
	千円
	※１プロジェクト経費予算書【全体（１年目）】合計欄と一致


（消費税は含めないこと）
※連携体制構築費：スタートアップ企業などの連携協業先を探し出し、オープンイノベーションを実施する体制を構築するための経費。連携体活動費と合算して、補助金総額の50％を上限とする。

※連携体活動費：連携体構成員が分担する事業（分担課題）の実現に必要な経費（一般管理費を含む。）

連携体構成員が購入する10万円以下の機械装置費、消耗品・原材料費、外注加工・委託費の購入に要する経費。見積書等により積算根拠を明確にすること。連携体制構築費と合算して、補助金総額の50％を上限とする。

※機械装置費：機械装置、工具器具、機械要素部品等の購入・借用に要する経費。試作する装置等の部分品・構成品として使用する場合を除き、単独で機能する借用可能な装置、器具等は、原則としてリースまたはレンタルすること。補助金総額の50％を上限とする。

※消耗品・原材料費：消耗品は、短期間（1年未満）の使用、消費等によって性質、形状を失うもので、10万円未満のもの。プロジェクト事業で使用する消耗品、原料、材料等の購入に要する経費。見積書等により積算根拠を明確にすること。

※外注加工・委託費：プロジェクト事業に必要な原材料の再加工及び設計等を外注及び委託する経費。補助金総額の50％を上限とする。

※技術指導受入費：技術指導を受けた者への納付金等の経費。
※知的財産権導入・取得費：連携体構成員以外からのライセンシングに限る。
※マーケティング調査費：マーケティング調査、展示会出展等に要する経費。

プロジェクト経費内訳書（２年目）
○プロジェクトに要する経費の内訳（申請者が作成）
	区　　　　分
	金　　　　額
	内　　　　　　　　　　　　　容

	連携体制構築費
	千円
	機関ごと、品目ごとに内容を記載してください。

	連携体活動費
	千円
	

	機械装置費
	千円
	

	消耗品・原材料費
	千円
	

	外注加工・委託費
	千円
	

	技術指導受入費
	千円
	

	知的財産権導入・取得費
	千円
	

	マーケティング調査費
	千円
	

	その他の経費
	千円
	

	合計
	千円
	※２プロジェクト経費予算書【全体（２年目）】合計欄と一致


（消費税は含めないこと）
※連携体制構築費：スタートアップ企業などの連携協業先を探し出し、オープンイノベーションを実施する体制を構築するための経費。連携体活動費と合算して、補助金総額の50％を上限とする。

※連携体活動費：連携体構成員が分担する事業（分担課題）の実現に必要な経費（一般管理費を含む。）

連携体構成員が購入する10万円以下の機械装置費、消耗品・原材料費、外注加工・委託費の購入に要する経費。見積書等により積算根拠を明確にすること。連携体制構築費と合算して、補助金総額の50％を上限とする。

※機械装置費：機械装置、工具器具、機械要素部品等の購入・借用に要する経費。試作する装置等の部分品・構成品として使用する場合を除き、単独で機能する借用可能な装置、器具等は、原則としてリースまたはレンタルすること。補助金総額の50％を上限とする。

※消耗品・原材料費：消耗品は、短期間（1年未満）の使用、消費等によって性質、形状を失うもので、10万円未満のもの。プロジェクト事業で使用する消耗品、原料、材料等の購入に要する経費。見積書等により積算根拠を明確にすること。

※外注加工・委託費：プロジェクト事業に必要な原材料の再加工及び設計等を外注及び委託する経費。補助金総額の50％を上限とする。

※技術指導受入費：技術指導を受けた者への納付金等の経費。
※知的財産権導入・取得費：連携体構成員以外からのライセンシングに限る。
※マーケティング調査費：マーケティング調査、展示会出展等に要する経費。
